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○
企
業
局
管
理
規
程

　
大
分
県
企
業
局
事
業
用
電
気
工
作
物
（
電
気
事
業
）
保
安
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

　
　
令
和
三
年
三
月
十
九
日

大
分
県
企
業
局
長
　
　
工
　
　
　
藤
　
　
　
正
　
　
　
俊
　

大
分
県
企
業
局
管
理
規
程
第
四
号

　
　
　
大
分
県
企
業
局
事
業
用
電
気
工
作
物
（
電
気
事
業
）
保
安
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

　
大
分
県
企
業
局
事
業
用
電
気
工
作
物
（
電
気
事
業
）
保
安
規
程
（
昭
和
六
十
一
年
大
分
県
企
業
局
管
理
規

程
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
五
条
第
一
項
中
「
次
の
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
の
表
中
「
阿
蘇
野
川
発
電
所
」

の
下
に
「
、
内
成
ポ
ン
プ
場
」
を
加
え
る
。

毎
週
　
火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）
　
発
行
人
　
大
　
分
　
県
　
　
編
集
　
三
恵
印
刷
株
式
会
社
　
　
（
定
価
　
一
箇
年
　
三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

　
別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
企
業
局
管
理
規
程
）



令
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三
月
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九
日
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二

（
企
業
局
管
理
規
程
）

別
表
第
１

（
第

４
条

関
係
）

総 
　

務
　 

課

電
気
機
械
の
運
転
、
操
作
及
び
管
理

企
業

局
長

次  
長

ダ
ム
、
水
路
等
の
情
報
管
理

(
※
1
)

 
北

川
発

電
所

(
※
2
)

 
下

赤
発

電
所

(
※
3
)

電
気
機
械
の
保
守
、
管
理
及
び
作
業
時
等
の
運
転
、
操
作 

桑
原

発
電

所
(
※
4
)

発
電
設
備

の
保
守
、
運
用
及
び
管
理

ダ
ム
、
水
路
、
建
物
等
の
各
種
土
木
工
作
物
に
付
属
す
る
電
気
設
備
の
操
作
及
び
管
理 

松
岡

太
陽

光
発

電
所

送
電
設
備
及
び
通
信
設
備
の
保
守
、
運
用
及
び
管
理

 
総

合
管

理
セ

ン
タ

ー

(
電
気
)
大
野
川
・
北
川
・
下
赤
・
桑
原
発
電
所

松
岡
太
陽
光
発
電
所
・
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー

(
※

5
)

(
電
気
)
芹
川
第
一
・
第
二
・
第
三
発
電
所

 
芹

川
第

二
発

電
所

(
※
6
)

(
電
気
)
別
府
・
耶
馬
溪
・
鳴
子
川
発
電
所

 
芹

川
第

三
発

電
所

(
※
7
)

花
合
野
川
・
阿
蘇
野
川
発
電
所

内
成
ポ
ン
プ
場

(
ダ
ム
水
路
)
北
川
・
下
赤
・
桑
原
発
電
所
の
水
力
設
備 

別
府

発
電

所

(
ダ
ム
水
路
)
大
野
川
発
電
所
の
水
力
設
備 

耶
馬

溪
発

電
所

(
ダ
ム
水
路
)
芹
川
第
一
・
第
二
・
第
三
発
電
所
の
水
力
設
備 

鳴
子

川
発

電
所

(
ダ
ム
水
路
)
別
府
・
耶
馬
溪
・
鳴
子
川
・
花
合
野
川
・ 

花
合

野
川

発
電

所

阿
蘇
野
川
発
電
所
の
水
力
設
備 

阿
蘇

野
川

発
電

所

(
※
1
)

6
6
k
V
大
野
川
大
南
線
 
含
む

ダ
ム

、
水
路
、
建
物
等
の
各
種
土
木
工
作
物
の
操
作

及
び

管
理

並
び

に
関

係
施

設
の

維
持

及
び

管
理 

内
成

ポ
ン

プ
場

(
※
2
)

北
川
ダ
ム
 
含
む

(
※
3
)

下
赤
ダ
ム
、
6
k
V
下
赤
北
川
線
 
含
む

(
※
4
)

藤
河
内
ダ
ム
、
1
1
k
V
桑
原
北
川
線
 
含
む

(
※
5
)

芹
川
ダ
ム
、
6
6
k
V
芹
川
篠
原
線
 
含
む

 
芹

川
ダ

ム
管

理
支

所

(
※
6
)

芹
川
逆
調
整
池
ダ
ム
、
6
6
k
V
芹
川
第
二
分
岐
線
 
含
む

(
※
7
)

6
6
k
V
芹
三
芹
一
線
 
含
む

 
北

川
ダ

ム
管

理
支

所

送
電
設
備
の
保
守
、
管
理
及
び
作
業
時
等
の
運
転

、
操

作

 
注

は
保
安
関
係
組
織
、

は
所
管
施
設
を
示
す
。

電
気
主
任
技
術
者
は
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー
又
は
工
務
課
に
選
任
す
る
。

工
業

用
水

道
管

理
部

 
芹

川
第

一
発

電
所

主
任

技
術

者

主
任

技
術

者

ダ
ム

管
理

部

主
任

技
術

者

主
任

技
術

者

主
任

技
術

者

主
任

技
術

者

施
設

管
理

室

工
務

課
総

合
管

理
セ

ン
タ

ー

主
任

技
術

者

保 
安 

に 
関 

す 
る 

組 
織 

及 
び 

業 
務 

分 
掌

総
合

制
御

部
総

合
制

御
所

 
大

野
川

発
電

所

発
電

管
理

部
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三

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
程
は
、
公
示
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

○
告
　
　
　
　
　
示

大
分
県
告
示
第
百
九
十
二
号

　
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営

耕
作
放
棄
地
解
消
・
発
生
防
止
基
盤
整
備
事
業
小
富
士
地
区
三
工
区
の
換
地
処
分
を
し
た
。

　
　
令
和
三
年
三
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞
　

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
百
九
十
三
号

　
家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
家
畜
の
検
査
を
実
施
す
る
。

　
　
令
和
三
年
三
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞
　

一
　
実
施
の
目
的

　
　
家
畜
の
伝
染
性
疾
病
の
う
ち
、
ブ
ル
セ
ラ
症
、
結
核
、
ヨ
ー
ネ
病
及
び
牛
海
綿
状
脳
症
の
発
生
予
防
の

　
た
め

二
　
検
査
の
別
、
実
施
す
る
区
域
、
実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲
、
実
施
の
期
日
並
び
に
検

　
査
方
法

検 

査 

の 

別

実
施
す
る

区
域
　
　

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種

類
及
び
範
囲

実
施
の
期
日

検
査
の
方
法

ブ
ル
セ
ラ
症
検
査

県
下
全
域

家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
必
要
と

認
め
た
牛

令
三
・
四
・

一
か
ら
令
四

・
三
・
三
一

ま
で
の
間
に

お
い
て
家
畜

保
健
衛
生
所

長
が
指
定
す

る
日

家
畜
伝
染
病
予
防
法

施
行
規
則
（
昭
和
二

十
六
年
農
林
省
令
第

三
十
五
号
）
第
九
条

の
規
定
に
よ
る
方
法

家
畜
保
健
衛
生
所
長
が
必
要
と

（
企
業
局
管
理
規
程
・
告
示
）

結
核
検
査

〃

認
め
た
牛

〃

〃

ヨ
ー
ネ
病
検
査

〃

搾
乳
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す

る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
雌
牛

及
び
そ
の
た
め
に
県
外
か
ら
導

入
す
る
雌
牛
並
び
に
家
畜
保
健

衛
生
所
長
が
必
要
と
認
め
た
牛

〃

〃

牛
海
綿
状
脳
症
検

査

〃

実
施
区
域
内
で
飼
育
さ
れ
て
お

り
、
月
齢
が
満
九
十
六
月
以
上

で
死
亡
し
た
牛
の
死
体
、
月
齢

が
満
四
十
八
月
以
上
で
生
前
に

歩
行
困
難
、
起
立
不
能
等
で
あ

っ
た
牛
の
死
体
及
び
月
齢
が
零

月
以
上
で
生
前
に
農
林
水
産
大

臣
が
指
定
す
る
症
状
を
呈
し
て

い
た
牛
の
死
体
（
地
理
的
条
件

等
に
よ
り
当
該
検
査
を
行
う
こ

と
が
困
難
で
あ
る
場
合
と
し
て

農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
場
合

を
除
く
。
）

令
三
・
四
・

一
か
ら
令
四

・
三
・
三
一

ま
で

〃

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
百
九
十
四
号

　
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
七
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
放
置
等

を
禁
止
す
る
区
域
及
び
当
該
区
域
内
に
お
い
て
放
置
等
を
禁
止
す
る
物
件
を
次
の
と
お
り
指
定
し
、
令
和
三

年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
令
和
三
年
三
月
十
九
日

　
大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞
　

港 
湾 

名

放 

置 

等 

禁 

止 

区 

域

放 

置 

等 

禁 

止 

物 

件

津
久
見
港

港
湾
区
域

船
舶
、
は
し
ご
、
浮
桟
橋
、
ブ
イ
（
浮
標
）

臼
杵
港

下
ノ
江
港

　
（
図
面
は
、
省
略
し
、
大
分
県
土
木
建
築
部
港
湾
課
及
び
臼
杵
土
木
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
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三
月
十
九
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大
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四

（
告
示
・
警
察
本
部
訓
令
・
公
告
）

る
。
）

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
百
九
十
五
号

　
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
都
市

計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
。

　
　
令
和
三
年
三
月
十
九
日

 

大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞
　

一
　
施
行
者
の
名
称

　
　
佐
伯
市

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　
　
佐
伯
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　
　
佐
伯
市
公
共
下
水
道

三
　
事
業
施
行
期
間

　
　
変
更
前
　
昭
和
五
十
一
年
十
月
十
二
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

　
　
変
更
後
　
昭
和
五
十
一
年
十
月
十
二
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
　
事
業
地

　
　
変
更
な
し

○
警

察

本

部

訓

令

○
公
　
　
　
　
　
告

　
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
市
計
画
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　
令
和
三
年
三
月
十
九
日
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞
　

一
　
都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　
　
別
府
国
際
観
光
温
泉
文
化
都
市
建
設
計
画
地
区
計
画
　
陽
向
ガ
ー
デ
ン
地
区
地
区
計
画
（
別
府
市
決

　
定
）

二
　
縦
覧
場
所

　
　
大
分
市
大
手
町
三
丁
目
一
番
一
号
　
大
分
県
土
木
建
築
部
都
市
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　

　
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
市
計
画
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　
令
和
三
年
三
月
十
九
日
　

大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞
　

大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第
５
号

警
　

察
　

本
　

部
　

警
　

察
　

学
　

校
　

警
　

　
察

　
　

署
　

　
大

分
県

警
察

に
お

け
る

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

規
程

（
平

成
1
6
年

大
分

県
警

察
本

部
訓

令
甲

第
2
0

号
）

の
一

部
を

次
の

よ
う

に
改

正
す

る
。

　
　

令
和

３
年

３
月

1
9
日

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 大

分
県

警
察

本
部

長
　

竹
　

迫
　

宜
　

哉
　

　
本

則
中

「
大

分
県

警
察

情
報

シ
ス

テ
ム

」
を

「
警

察
情

報
シ

ス
テ

ム
」

に
改

め
る

。

　
第

２
条

第
５

号
中

「
大

分
県

警
察

が
」

を
「

警
察

庁
が

大
分

県
警

察
に

設
置

す
る

情
報

シ
ス

テ
ム

及
び

大

分
県

警
察

が
」

に
改

め
る

。

　
第

５
条

の
見

出
し

中
「

の
基

準
」

を
削

り
、

同
条

第
２

項
中

「
の

基
準

」
を

削
り

、
「

、
前

条
の

委
員

会

の
審

議
を

経
て

定
め

る
も

の
と

す
る

」
を

「
別

に
定

め
る

」
に

改
め

る
。

　
第

７
条

第
３

項
中

「
事

項
は

、
」

の
次

に
「

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

管
理

者
が

」
を

加
え

る
。

　
第

８
条

中
「

警
務

部
長

」
を

「
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
管

理
者

」
に

改
め

る
。

　
　

　
附
　
則

　
（

施
行

期
日

）

１
　

こ
の

訓
令

は
、

令
和

３
年

３
月

2
5
日

か
ら

施
行

す
る

。

　
（

大
分

県
警

察
に

お
け

る
情

報
処

理
能

力
検

定
に

関
す

る
規

程
の

一
部

改
正

）

２
　

大
分

県
警

察
に

お
け

る
情

報
処

理
能

力
検

定
に

関
す

る
規

程
（

平
成

2
7
年

大
分

県
警

察
本

部
訓

令
第

1
8

　
号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。

　
　

別
表

の
初

級
の

項
中

「
大

分
県

警
察

情
報

シ
ス

テ
ム

」
を

「
警

察
情

報
シ

ス
テ

ム
」

に
改

め
、

同
表

の

　
中

級
の

項
中

「
警

察
に

お
け

る
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
訓

令
（

平
成

1
5
年

警
察

庁
訓

令
第

３
号

）

　
第

２
条

第
５

号
に

規
定

す
る

」
及

び
「

の
運

用
並

び
に

大
分

県
警

察
情

報
シ

ス
テ

ム
」

を
削

り
、

「
大

分

　
県

警
察

情
報

シ
ス

テ
ム

」
を

「
警

察
情

報
シ

ス
テ

ム
」

に
改

め
る

。



令
和
三
年
三
月
十
九
日

大
分
県
報

五

（
公
告
）

一
　
都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　
　
別
府
国
際
観
光
温
泉
文
化
都
市
建
設
計
画
道
路
　
三
・
五
・
二
十
四
号
　
鶴
見
明
礬
線
（
別
府
市
決

　
定
）

二
　
縦
覧
場
所

　
　
大
分
市
大
手
町
三
丁
目
一
番
一
号
　
大
分
県
土
木
建
築
部
都
市
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　

　
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
市
計
画
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　
令
和
三
年
三
月
十
九
日
　

大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞
　

一
　
都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　
　
三
重
都
市
計
画
道
路
　
三
・
四
・
五
号
　
駅
前
線
（
豊
後
大
野
市
決
定
）

二
　
縦
覧
場
所

　
　
大
分
市
大
手
町
三
丁
目
一
番
一
号
　
大
分
県
土
木
建
築
部
都
市
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
課


